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「アジアの社会的発展研究委員会」（初岡昌一郎主査）は、「アジアの社会的側面研究委員会」

（初岡昌一郎主査）の研究を発展させたものである。前回の研究は『社会公正のアジアをめざし

て』に著された。前著と本書『グローバル・アジアの社会的発展』は、民衆の立場に立ったアジ

アの発展と社会的公正を実現するという点では同様であるが、本書では市民社会のグローバル化

に大きなポイントが置かれている。 

アジア諸国は経済のグローバル化により、急速な経済発展を実現した。しかし市場経済原理主

義ともいえる現実のグローバル化の過程では、他方で社会の不平等を拡大し多くの犠牲者を生み

出している。アジアにおいて経済発展の成果をすべての人々に還元し、生活の向上と社会の安定

に結び付けるためには、また環境保護を含めて持続可能な社会を実現するには、社会的公正の確

立が緊急かつ最重点の課題である。社会的公正の確立は、性と人種の平等を基礎にした、あらゆ

る差別の実効的禁止と、すべての働く人々、とくに社会的弱者のエンパワーメントと適切な保護

なしには達成できない。 

アジアにおいては、文化的多様性をもつさまざまな共同体が地域社会をになってきた。こうし

た共同体の相互扶助機能を復権・再創造させ、社会的・市民的協力を推進し、文化的多様性を尊

重した社会的共存基盤を作り上げていくことは、アジア社会の将来を展望していく上での大きな

課題である。 
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